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◆現在不足している費用

日常の生活費
子どもの就学・通学のための費用
住宅の転居のための費用
子どもの結婚のための費用
就職のための費用

47.8％
44.1％
18.4％
16.5％
9.6％

41.0％
47.9％
12.6％
19.1％
1.8％

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査

母子家庭 父子家庭 母子家庭 父子家庭
令和３年度

51.9％
51.0％
20.1％
13.4％
9.8％

40.8％
46.6％
9.6％

17.4％
3.5％

平成28年度

◆行政機関に対する要望事項（父子家庭）
年金・手当などを充実する
医療保障を充実する
交際や結婚などを相談できる窓口をつくる
県営住宅や市町村営住宅を増やす

57.7％
26.3％
10.3％
9.8％

資料：北九州市ひとり親家庭等実態調査（令和３年度）

資料：各年度５月１日現在の教育調査統計資料の児童生徒数で援助率を
　　　算定

資料：生活保護世帯の子どもについては、厚生労働省社会・援護局保護
　　　課調べ（各年度４月１日現在）
　　　児童養護施設の子どもについては、各施設実績（各年度5月1日
　　　現在）
　　　ひとり親家庭の子どもについては、令和３年度北九州市ひとり親
　　　家庭等実態調査（令和３年11月1日現在）

◆就学援助の人数・割合

年度 小学校 中学校 人　数 援助率
合　計

元
２
3
４
5

7,950人
7,703人
7,401人
7,206人
6,959人

4,659人
4,594人
4,490人
4,385人
4,345人

 12,609人
 12,297人
11,891人
11,591人
11,304人

18.2%
17.9%
17.5%
17.2%
17.0%

◆進学率

年度 ひとり親家庭
の子ども

児童養護施設
の子ども

生活保護世帯
の子ども

中学卒業後

元
２
3
４
5

88.1%
88.7%
87.7%
84.5%
87.5%

92.3%
96.3%

100.0%
100.0%
90.0%

－
－

97.3%
－
－

年度 ひとり親家庭
の子ども

児童養護施設
の子ども

生活保護世帯
の子ども

高校卒業後

元
２
3
４
5

31.9%
32.5%
47.3%
38.6%
37.0%

33.3%
29.4%
22.7%
42.8%
57.1%

－
－

70.1%
－
－

４　
子
育
て
の
喜
び
・
楽
し
さ
を
得
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

第
２
章

子
ど
も
・
家
庭
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
、
方
向
性
と
主
な
取
り
組
み

北
九
州
市
の
子
ど
も
・
家
庭
政
策

61

（12）子育てを応援する体制づくり
　　　　　～笑顔あふれる子育て環境～

● 「子育てを楽しい」と感じる保護者の割合はほぼ９ 

割となっています。一方、子育てに関する悩みや不安を

感じる保護者の割合は、５割を超えています。（※）多

くの人が子育てに苦労しながらも、子どもと暮らす日々

の生活に喜びを感じていることが伺えます。悩みや不

安があっても、それを解消してくれる「支え」となる

ものがあれば、子育ては楽しく魅力あるものになると考

えられます。

● 問題なのは、子育てを支えてくれる人・相談できる

人が「いない」と回答した保護者が、一定割合存在し、

孤立化が心配されることです。不安や悩みを抱えなが

らも、いきいきと子育てすることができるよう、各種

相談窓口の充実が必要です。

　また、地域での人のつながりなど、家族や友人のよ

うに顔の見える関係で、気軽に心を開いて相談できる

人・場所がどこにでもあるような環境をつくっていく

ことや、必要なサービスに確実にアクセスできるよう、

様々な媒体を活用した広報に努めることも必要です。

● 本市には、現在、多くの外国人が生活しており、そ

の人数は年々増加傾向にあります。今後、外国人労働

者の受け入れ増加に伴い、言葉や文化の違いから、子育

てに不安や悩みを持つ家庭が増えることも想定されま

す。

● 親子が気軽に集い交流する場の提供や地域で活動す

る育児サークルへの支援などを通じて、地域社会全体

で子育てを支える取り組みを進めていきます。

● 多様化する相談内容に対応するため相談員の専門

性・スキル向上のための研修の充実を図ります。また、

子育てサポーターの育成やシルバー人材センターなど

シニア世代の参画をさらに活性化させ、地域の支援体

制を強化しつつ、こうした人材の活躍の場を拡げてい

きます。

現状・課題

方向性

■地域でつくる子育て応援事業

■保健・医療・福祉・地域連携システム推進事業

■親子ふれあいルーム

● 子育ての悩みや不安の解消につながる情報をいつで

もどこでも手軽に入手できるよう最新の情報技術の活

用も検討しながら、保護者の生活様式に合わせた情報

発信について、その提供する内容も含め工夫を凝らし

ていきます。

● 外国人の子どもやその家庭にも同様の支援が確実に

届けられるよう、配慮を行っていきます。

※ 北九州市子ども・子育て支援に関する市民アンケー

ト調査（令和５年度）

①地域における子育て支援の環境づくり
■地域でつくる子育て応援事業〔子育て支援課〕

　子育てを支援するボランティアの育成や地域の子育

て関係者との連携強化を図るなど地域で子育てを支援

していく仕組みづくりを進めています。

■保健・医療・福祉・地域連携システム推進事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔子育て支援課〕

　各区において、保健・医療・福祉関係機関や地域住民、

行政が相互に連携した子育て支援の「地域のネットワー

クづくり」を推進しています。

■親子ふれあいルーム〔子育て支援課〕

　乳幼児を持つ保護者の子育てへの不安を軽減するた

め、親子が気軽に集い、交流、情報交換、育児相談が

できるスペースを区役所または近接する公共施設で運

営しています。現在、区役所等に７か所、児童館に９

か所設置しています。

主な取り組み

◆利用状況（人数は延べ人数）
年度 乳幼児数
元
２
3
４
５

33,500人
18,878人
20,764人
21,134人
31,779人

４ 子育ての喜び・楽しさを得られるまちをつくる
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■地域子育て支援センター■地域子育て支援センター
　子育て家庭への支援活動を企画、調整、実施する保
育士などの職員を配置して、未就学児を対象に、親子
で利用できるフリースペースを開放して遊びの場を提
供し、保育士が利用者同士の交流を援助したり、子育
てについての悩みや不安の相談を受けたりしています。
定期的に育児講座を開催し、遊びの伝承や親子のふれ
あい遊びを体験してもらったり、保健師による講習も
行ったりしています。また、子育てサークルに活動の
場を提供したり、サークル運営に関する相談・援助な
どを行っています。

● 実施施設 ２か所

◆利用状況（人数は延べ参加人数）

年度 実　施
か所数 育児相談

元
２
３

2か所
2か所 1,412件

913件

育児講座

544人

106人
199人
295人

62人

フリースペース
交 流 事 業

16,166人
6,125人

2か所 828件
  

5,004人
４ 2か所 924件 6,988人

  ５ 2か所 1,344件 10,690人

〔こども施設企画課〕

登録施設数
授乳のみ授乳オムツ替え オムツ替えのみ年度

◆登録状況

459か所
12か所274か所 173か所

元

496か所
12か所290か所 194か所２

512か所
14か所298か所 200か所３

529か所
15か所307か所 207か所４

498か所
11か所289か所 198か所５

注：各年度末時点の数

〔総務企画課〕■赤ちゃんの駅■赤ちゃんの駅
　官民が協力して、乳幼児を持つ保護者が外
出した際、授乳やオムツ替えができる施設を

「赤ちゃんの駅」として登録し、子育て中の
親が安心して外出できる環境づくりを進めて
います。

このシンボルマークが目印です

■育児サークル・子育て支援団体への活動支援■育児サークル・子育て支援団体への活動支援

　主に未就学児及びその保護者を対象とする子育てに関

わる団体に対して、活動支援補助金を交付しています。

②子育てを支える人材の育成・活用
■子育てサポーター〔総務市民局生涯学習課〕

　子育てサポーター養成講座を実施し、市民センターを拠
点として活動する「子育てサポーター」を養成しています。
　子育てサポーターは、  子育てに関する保護者の悩みや不
安の軽減を図るため、市民センターにおける「育児サーク
ル」や「フリースペース」等での活動を支援しています。

◆登録者数（人数は累計）

主催事業

年度 利用者数
1,561人
1,425人

元
２
３
４
５

1,508人
1,493人
1,549人

　また一部の施設では、子ども連れの人が自由に参加、
利用できるフリースペースを定期的に開設しています。
お問合せは、各育児サークル・フリースペースへ。
育児サークル・フリースペースは、ホームページ「子育
てマップ北九州」で見つけることができます。

〔子育て支援課〕

　（ファミリーサポートセンター事業）　（ファミリーサポートセンター事業）

　子育て家庭が安心して子育てと仕事を両立できるよ
うな環境を整備するとともに、地域の子育て支援を行

うため、「シン・子育てファミリー・サポートセンター」
において、地域で子育ての援助を行いたい会員（提供
会員）と子育ての援助を受けたい会員（依頼会員）とで
ボランティア組織を作り、依頼会員に提供会員を紹介
する事業です。

●

 

入会受付

●

 

提供会員

シン・子育てファミリー・サポートセンター

（子育てふれあい交流プラザ内）

北九州市在住で、自宅で子どもを預かる

ことができる方。特に資格や経験は要り

〔子育て支援課〕■育児サークル・フリースペース■育児サークル・フリースペース
　市内には多くの育児サークルやフリースペースがあり
ます。
　各育児サークルは、市民センター、児童館等身近な施
設を拠点に、親同士の交流や子どもの遊び・体験活動、
地域との交流、子育てについての勉強会等、自主的な活
動を活発に行っています。

■シン・子育てファミリー・サポート事業■シン・子育てファミリー・サポート事業

● 依頼会員

● 活動内容

ません。（ただし活動前に研修を受講して
いただきます。）
北九州市在住または勤務していて、
生後 3 か月から小学校６年生までの
子どもがいる方
保育所、幼稚園、放課後児童クラブ等の
開始時間前および終了後における乳幼児
および児童の保育や保育所などへの送迎
など。（援助活動は原則として提供会員の
自宅で行います。）

〔子育て支援課〕
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　18 歳未満の児童が、小児慢性特定疾病群の治療を指
定医療機関で受けたとき、保険診療にかかる自己負担
額を助成しています。ただし、世帯の収入に応じて一
部費用負担があります。
　なお、令和３年 11 月より対象疾病が 762 から 788 へ
拡充されました。

◆会員数

年度

門　司
小倉北
小倉南
若　松
八幡東
八幡西
戸　畑
全　市

注：会員数は提供会員と依頼会員の合計数

237人
841人
785人
218人
210人
714人
254人
3,259人

２

253人
934人
846人
225人
207人
757人
290人
3,512人

239人
863人
801人
216人
208人
712人
249人
3,288人

５

250人
900人
822人
223人
206人
733人
260人
3,394人

４３

256人
843人
816人
232人
219人
719人
224人
3,329人

元

〔子育て支援課〕■児童手当
　15 歳到達後最初の 3 月 31 日までの間にある児童（中
学校 3 年生までの児童）を養育している方に児童手当
を支給しています。
※平成 24 年 6 月分より所得制限があります。
※令和４年６月分より所得上限があります。

・手当の額（令和４年 6 月 1 日現在）
一人につき
3 歳未満　月額 15,000 円
3 歳以上小学校修了前（第 1,2 子）月額 10,000 円
3 歳以上小学校修了前（第 3 子以降）月額 15,000 円
中学生　月額 10,000 円
※所得制限限度額以上所得上限限度額未満の場合は、
年齢区分にかかわらず月額 5,000 円です。
※所得上限限度額以上の場合は、支給されず、申請却
下または資格消滅となります。
※支給は、6 月、10 月、2 月で、それぞれの前月分ま
でを銀行口座に振り込みます。

③子育て家庭への経済的支援

◆児童手当の受給者数・支給額
年度 受給者数 支　給　額
元
2
3
４
5

67,497人
66,153人
65,183人
61,243人
59,164人

14,831,506千円
14,553,196千円
14,270,730千円
13,785,430千円
13,233,925千円

〔子育て支援課〕

■母子公費負担医療費助成および医療給付

　出生時の体重が 2,000g 以下、または特に生活力が薄
弱で呼吸不全などの症状を示すものに、指定医療機関
で養育に必要な医療給付を行います。ただし、世帯の
収入に応じて、一部費用負担があります。

○未熟児養育医療

◆実施状況
年度 給付実人数 給付件数
元
２
3
４
5

181人
176人
157人
124人
183人

496件
436件
405件
280件
437件

　18 歳未満の、視覚・聴覚・音声・言語・そしゃく機
能障害、肢体不自由、心臓・腎臓・小腸・免疫機能ま
たはその他の内臓障害をもつ児童で、確実な治療効果
が期待できる、保護者の収入が一定未満の場合に、指
定医療機関での必要な医療の給付を行います。世帯の
収入に応じて一部費用負担があります。

○自立支援医療（育成医療）

◆実施状況
年度 給付実人数 給付件数
元
２
3
４
5

96人
106人
74人
40人
35人

506件
394件
308件
158件
126件

◆実施状況
年度 給付実人数 給付件数

悪性新生物、慢性腎疾患、慢性呼吸器疾患、慢性心疾患、
内分泌疾患、膠原病、糖尿病、先天性代謝異常、血液疾患、
免疫疾患、神経・筋疾患、慢性消化器疾患、
染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群、皮膚疾患群、
骨系統疾患、脈管系疾患

小児慢性特定疾病群

元
2
3
４
5

789人
817人
786人
754人
720人

9,543件
8,470件
8,607件
7,920件
8,056件

○小児慢性特定疾病医療費

【制度改正について（令和６年 10 月分から）】
⑴支給対象が、18 歳に達する日以後の最初の 3 月 31 日
　まで に延長されます。
⑵所得制限がなくなります。
⑶第 3 子以降の手当額が月 3 万円に増額されます。
　 3 歳未満　第 1,2 子：15,000 円、第 3 子以降：30,000 円
　 3 歳から 18 歳年度末まで（高校生年代）
　第 1, 2 子：10,000 円、第 3 子以降：30,000 円
⑷第 3 子算定に含める児童の年齢を「18 歳年度末まで」
　から「22 歳年度末まで」に延長されます。
⑸支給回数が 6 回（偶数月）になり、それぞれの前月分
　までを支給します。
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■地域子育て支援センター■地域子育て支援センター
　子育て家庭への支援活動を企画、調整、実施する保
育士などの職員を配置して、未就学児を対象に、親子
で利用できるフリースペースを開放して遊びの場を提
供し、保育士が利用者同士の交流を援助したり、子育
てについての悩みや不安の相談を受けたりしています。
定期的に育児講座を開催し、遊びの伝承や親子のふれ
あい遊びを体験してもらったり、保健師による講習も
行ったりしています。また、子育てサークルに活動の
場を提供したり、サークル運営に関する相談・援助な
どを行っています。

● 実施施設 ２か所

◆利用状況（人数は延べ参加人数）

年度 実　施
か所数 育児相談

元
２
３

2か所
2か所 1,412件

913件

育児講座

544人

106人
199人
295人

62人

フリースペース
交 流 事 業

16,166人
6,125人

2か所 828件
  

5,004人
４ 2か所 924件 6,988人

  ５ 2か所 1,344件 10,690人

〔こども施設企画課〕

登録施設数
授乳のみ授乳オムツ替え オムツ替えのみ年度

◆登録状況

459か所
12か所274か所 173か所

元

496か所
12か所290か所 194か所２

512か所
14か所298か所 200か所３

529か所
15か所307か所 207か所４

498か所
11か所289か所 198か所５

注：各年度末時点の数

〔総務企画課〕■赤ちゃんの駅■赤ちゃんの駅
　官民が協力して、乳幼児を持つ保護者が外
出した際、授乳やオムツ替えができる施設を

「赤ちゃんの駅」として登録し、子育て中の
親が安心して外出できる環境づくりを進めて
います。

このシンボルマークが目印です

■育児サークル・子育て支援団体への活動支援■育児サークル・子育て支援団体への活動支援

　主に未就学児及びその保護者を対象とする子育てに関

わる団体に対して、活動支援補助金を交付しています。

②子育てを支える人材の育成・活用
■子育てサポーター〔総務市民局生涯学習課〕

　子育てサポーター養成講座を実施し、市民センターを拠
点として活動する「子育てサポーター」を養成しています。
　子育てサポーターは、  子育てに関する保護者の悩みや不
安の軽減を図るため、市民センターにおける「育児サーク
ル」や「フリースペース」等での活動を支援しています。

◆登録者数（人数は累計）

主催事業

年度 利用者数
1,561人
1,425人

元
２
３
４
５

1,508人
1,493人
1,549人

　また一部の施設では、子ども連れの人が自由に参加、
利用できるフリースペースを定期的に開設しています。
お問合せは、各育児サークル・フリースペースへ。
育児サークル・フリースペースは、ホームページ「子育
てマップ北九州」で見つけることができます。

〔子育て支援課〕

　（ファミリーサポートセンター事業）　（ファミリーサポートセンター事業）

　子育て家庭が安心して子育てと仕事を両立できるよ
うな環境を整備するとともに、地域の子育て支援を行

うため、「シン・子育てファミリー・サポートセンター」
において、地域で子育ての援助を行いたい会員（提供
会員）と子育ての援助を受けたい会員（依頼会員）とで
ボランティア組織を作り、依頼会員に提供会員を紹介
する事業です。

●

 

入会受付

●

 

提供会員

シン・子育てファミリー・サポートセンター

（子育てふれあい交流プラザ内）

北九州市在住で、自宅で子どもを預かる

ことができる方。特に資格や経験は要り

〔子育て支援課〕■育児サークル・フリースペース■育児サークル・フリースペース
　市内には多くの育児サークルやフリースペースがあり
ます。
　各育児サークルは、市民センター、児童館等身近な施
設を拠点に、親同士の交流や子どもの遊び・体験活動、
地域との交流、子育てについての勉強会等、自主的な活
動を活発に行っています。

■シン・子育てファミリー・サポート事業■シン・子育てファミリー・サポート事業

● 依頼会員

● 活動内容

ません。（ただし活動前に研修を受講して
いただきます。）
北九州市在住または勤務していて、
生後 3 か月から小学校６年生までの
子どもがいる方
保育所、幼稚園、放課後児童クラブ等の
開始時間前および終了後における乳幼児
および児童の保育や保育所などへの送迎
など。（援助活動は原則として提供会員の
自宅で行います。）

〔子育て支援課〕
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　18 歳未満の児童が、小児慢性特定疾病群の治療を指
定医療機関で受けたとき、保険診療にかかる自己負担
額を助成しています。ただし、世帯の収入に応じて一
部費用負担があります。
　なお、令和３年 11 月より対象疾病が 762 から 788 へ
拡充されました。

◆会員数

年度

門　司
小倉北
小倉南
若　松
八幡東
八幡西
戸　畑
全　市

注：会員数は提供会員と依頼会員の合計数

237人
841人
785人
218人
210人
714人
254人
3,259人

２

253人
934人
846人
225人
207人
757人
290人
3,512人

239人
863人
801人
216人
208人
712人
249人
3,288人

５

250人
900人
822人
223人
206人
733人
260人
3,394人

４３

256人
843人
816人
232人
219人
719人
224人
3,329人

元

〔子育て支援課〕■児童手当■児童手当
　15 歳到達後最初の 3 月 31 日までの間にある児童（中
学校 3 年生までの児童）を養育している方に児童手当
を支給しています。
※平成 24 年 6 月分より所得制限があります。
※令和４年６月分より所得上限があります。

・手当の額（令和４年 6 月 1 日現在）
一人につき
3 歳未満　月額 15,000 円
3 歳以上小学校修了前（第 1,2 子）月額 10,000 円
3 歳以上小学校修了前（第 3 子以降）月額 15,000 円
中学生　月額 10,000 円
※所得制限限度額以上所得上限限度額未満の場合は、
年齢区分にかかわらず月額 5,000 円です。
※所得上限限度額以上の場合は、支給されず、申請却
下または資格消滅となります。
※支給は、6 月、10 月、2 月で、それぞれの前月分ま
でを銀行口座に振り込みます。

③子育て家庭への経済的支援

◆児童手当の受給者数・支給額
年度 受給者数 支　給　額
元
2
3
４
5

67,497人
66,153人
65,183人
61,243人
59,164人

14,831,506千円
14,553,196千円
14,270,730千円
13,785,430千円
13,233,925千円

〔子育て支援課〕

■母子公費負担医療費助成および医療給付■母子公費負担医療費助成および医療給付

　出生時の体重が 2,000g 以下、または特に生活力が薄
弱で呼吸不全などの症状を示すものに、指定医療機関
で養育に必要な医療給付を行います。ただし、世帯の
収入に応じて、一部費用負担があります。

○未熟児養育医療○未熟児養育医療

◆実施状況
年度 給付実人数 給付件数
元
２
3
４
5

181人
176人
157人
124人
183人

496件
436件
405件
280件
437件

　18 歳未満の、視覚・聴覚・音声・言語・そしゃく機
能障害、肢体不自由、心臓・腎臓・小腸・免疫機能ま
たはその他の内臓障害をもつ児童で、確実な治療効果
が期待できる、保護者の収入が一定未満の場合に、指
定医療機関での必要な医療の給付を行います。世帯の
収入に応じて一部費用負担があります。

○自立支援医療（育成医療）○自立支援医療（育成医療）

◆実施状況
年度 給付実人数 給付件数
元
２
3
４
5

96人
106人
74人
40人
35人

506件
394件
308件
158件
126件

◆実施状況
年度 給付実人数 給付件数

悪性新生物、慢性腎疾患、慢性呼吸器疾患、慢性心疾患、
内分泌疾患、膠原病、糖尿病、先天性代謝異常、血液疾患、
免疫疾患、神経・筋疾患、慢性消化器疾患、
染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群、皮膚疾患群、
骨系統疾患、脈管系疾患

小児慢性特定疾病群

元
2
3
４
5

789人
817人
786人
754人
720人

9,543件
8,470件
8,607件
7,920件
8,056件

○小児慢性特定疾病医療費○小児慢性特定疾病医療費

【制度改正について（令和６年 10 月分から）】
⑴支給対象が、18 歳に達する日以後の最初の 3 月 31 日
　まで に延長されます。
⑵所得制限がなくなります。
⑶第 3 子以降の手当額が月 3 万円に増額されます。
　 3 歳未満　第 1,2 子：15,000 円、第 3 子以降：30,000 円
　 3 歳から 18 歳年度末まで（高校生年代）
　第 1, 2 子：10,000 円、第 3 子以降：30,000 円
⑷第 3 子算定に含める児童の年齢を「18 歳年度末まで」
　から「22 歳年度末まで」に延長されます。
⑸支給回数が 6 回（偶数月）になり、それぞれの前月分
　までを支給します。
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　低所得世帯（前年分の所得税課税額の年額が 30,000
円以下の世帯）の妊産婦が妊娠高血圧症候群（妊娠中毒
症）、糖尿病、貧血、産科出血、心疾患で７日以上入院
して治療を行った場合、治療費の一部を助成しています。

○妊娠高血圧症候群等療養援護費支給○妊娠高血圧症候群等療養援護費支給

〔子育て支援課〕■子ども医療費支給制度■子ども医療費支給制度
　子どもの健康の保持と健やかな育成を図るため、保
険診療にかかる医療費の自己負担額を助成します。
○対象者　次のいずれにも該当する人です。

・北九州市に住所を有する 18 歳まで（18 歳に達す
る日以後の最初の３月 31 日まで）の子ども

・国民健康保険又は各種社会保険の加入者であるこ
と

・生活保護を受けていないこと
○医療費の助成範囲

　保険診療による自己負担額から下記金額を除いた
分を助成します。

《通院医療費》
・３歳未満：無料
・３歳以上～小学校就学前：600 円／月限度
・小学生：1,200 円／月限度
・中学生以上 18 歳まで：1,600 円／月限度
＊１医療機関あたり
＊薬局は無料

《入院医療費》
・18 歳以下：無料
＊入院時の食事代、差額ベッド代等は助成の対象に
なりません。

　県内の医療機関にかかるときは、健康保険証と市が
交付する｢北九州市子ども医療証｣を医療機関の窓口に
提示することにより、助成が受けられます。
　ただし、県外で受診した場合、治療用装具を作製し
た場合等は、医療機関で保険診療の自己負担分を一旦
支払い、後日、市に申請することにより子ども医療費
相当額を払い戻します。

◆実施状況
年度 助成件数 助成金額
元
２
3
４
5

794,211件
594,739件
746,841件
874,540件
968,921件

2,702,322千円
2,051,264千円
2,629,159千円
3,009,291千円
3,579,574千円

　また、出産育児一時金で支給される金額のうち、出産
に係る費用を直接、国民健康保険から医療機関等に支払
う制度として、出産育児一時金直接支払制度があります。
　直接支払制度は、加入者が医療機関等へ保険証（また
はマイナンバーカード）を提示し、医療機関等と合意す
るだけで利用できます。

■北九州市国民健康保険出産育児一時金■北九州市国民健康保険出産育児一時金

　出産育児に係る国民健康保険の被保険者の経済的負
担を軽減するために、出産時に世帯主に対して出産育
児一時金（48.8 万円。ただし、産科医療補償制度対象
分娩の場合は 50 万円）を支給しています。

〔保健福祉局保険年金課〕

◆支給状況
年度 件　数 支給額
元
２
3
４
5

715件
701件
684件
608件
534件

299,516千円
293,764千円
286,776千円
255,076千円
260,971千円

◆相談件数（全区延べ件数）
年度 相談件数

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕

■子ども・家庭相談コーナーの設置■子ども・家庭相談コーナーの設置
　子どもや家庭に関するあらゆる相談をひとつの窓口
で受け、必要なサービス・支援へとつなぐ総合的な相
談窓口「子ども・家庭相談コーナー」を市内全区役所
に設置し、市民により分かりやすく、利用しやすい相
談体制の充実を図っています。

■北九州市ヤングケアラー相談支援窓口の設置■北九州市ヤングケアラー相談支援窓口の設置

④ 市民が利用しやすい相談体制

元
2
3
４
5

81,681件
77,956件
80,486件
80,760件
79,754件

　ヤングケアラーの早期発見・支援のため、ヤングケ
アラーやその家族、関係機関からの相談に対応し、必
要に応じて学校と連携した支援や公的サービス（介護
保険サービス・障害福祉サービス等）の案内等を行い
ます。（令和４年５月 17 日開設）

◆相談件数
年度 相談対応件数
４
5

349件
346件

● 主な相談内容
区　分 内　　　容

子育て支援
の情報提供

子どもや家庭に
ついての相談

○保育所や放課後児童クラブなどの
　子育て支援サービスについて
○育児サークルや地域活動について
○各種講座、イベント等について　　など

教育相談
○子どもの教育について
　（いじめ、不登校、非行等）
○小、中、特別支援学校（学級）への就学について
○就学援助、奨学資金の手続きについて　　など

○妊娠、出産、育児の不安や悩みについて
○子どもの健康や発育について
○援護が必要な子どもについて（子どもの虐待・
　ヤングケアラー等）
○母子、父子家庭について
○夫婦関係、家庭の問題について　　など
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○北九州市こそだて情報

■幼稚園・保育所等情報の積極的な提供

■保育サービスコンシェルジュ配置事業

■子育て支援総合コーディネーターの配置
　（子育て支援サロン “ぴあちぇーれ”）

　平成 17 年度に開設した「子育て
支援サロン “ぴあちぇーれ”」では、
保育士、看護師等の資格を持つコー
ディネーターを 3 名配置し、子育て
に関する相談への対応（電話・面接・
メール等）や利用者に必要な関係
機関との連絡・調整等の支援を行っ
ています。また、各種子育てサー
ビス情報を収集し、インターネッ
ト等を活用し
て情報の提供
をしています。

区分 年度

相談件数

◆保育サービスコンシェルジュの対応件数
２

23,573件
４

21,912件
5

21,729件
３

21,212件
元

26,137件

◆アクセス件数
年度 アクセス件数

◆相談受付件数等

年度 電話相談 面接相談 メール相談 育児講座 図書貸出

元
２
3
４
５

661件
464件
369件
296件
330件

298件
882件
473件
663件
315件

75件
151件
174件
87件
62件

10回
26回
25回
29回
25回

925冊
1,299冊
1,102冊
1,040冊
926冊

〔総務企画課〕■子育てに関する情報提供

　子育てに関する施設や市の支援サービス、イベント
など、子育てに関する様々な情報を提供するホームペー
ジです。

・ 健診、預かり制度、相談窓口などの行政サービスを、
　わかりやすくお知らせします。年齢別でも探せます。

・ 地図上で、赤ちゃんの駅や育児サークル・フリース
　ペースなどを見つけられます。

・ コラム「子育て知っ得！」では、市内の子育て支援
　の取り組みを取材形式で紹介します。

⑤ 子育てに関する情報が届く仕組みづくり、　PR の強化

○子育てマップ北九州

https://kitakyushu-city.mamafre.jp/パソコン
ホームページアドレス

子育てマップ で検索できます。

元
２
3
４
5

58,752件
144,805件
119,523件
143,619件
179,956件

○北九州市こそだて情報
　子育て支援に関する様々な情報をまとめた情報誌を

作成しています。

　令和２年度に、完全リニューアルを実施し、公園の

特集や離乳食の作り方、先輩パパ・ママの子育て体験

談など、これからの子育てに役立つ内容となっていま

す。

■幼稚園・保育所等情報の積極的な提供
　　　　　　　　　　　　  　〔こども施設企画課、総務企画課〕

　市民に愛され親しまれる幼稚園、保育所等となるた

め、また、市民が幼稚園、保育所等を選択する際の一

助となるよう、ホームページの充実や、ガイドブック

の作成などにより、積極的に施設の情報提供に取り組

みます。

　さらに、タイムリーな情報提供を充実させるため、

幼稚園、保育所等に通う子どもや保護者向けの情報を、

施設を通して提供します。

■保育サービスコンシェルジュ配置事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〔こども施設企画課〕

　保育を希望する保護者等の相談に応じ、個別のニー

ズを把握した上で、認可保育所のほか一時保育や幼稚

園預かり保育などの多様なサービスについての情報提

供を行うため、各区役所に１名ずつ（大規模区は２名

ずつ）「保育サービスコンシェルジュ」を配置していま

す。

　また、「ウーマンワークカフェ北九州」における女性

の就業、子育て支援の一環として、就業を希望する方

への保育サービスに関する情報提供等を行うため同所

に２名配置しています。

〔こども施設企画課〕
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　低所得世帯（前年分の所得税課税額の年額が 30,000
円以下の世帯）の妊産婦が妊娠高血圧症候群（妊娠中毒
症）、糖尿病、貧血、産科出血、心疾患で７日以上入院
して治療を行った場合、治療費の一部を助成しています。

○妊娠高血圧症候群等療養援護費支給

〔子育て支援課〕■子ども医療費支給制度
　子どもの健康の保持と健やかな育成を図るため、保
険診療にかかる医療費の自己負担額を助成します。
○対象者　次のいずれにも該当する人です。

・北九州市に住所を有する 18 歳まで（18 歳に達す
る日以後の最初の３月 31 日まで）の子ども

・国民健康保険又は各種社会保険の加入者であるこ
と

・生活保護を受けていないこと
○医療費の助成範囲

　保険診療による自己負担額から下記金額を除いた
分を助成します。

《通院医療費》
・３歳未満：無料
・３歳以上～小学校就学前：600 円／月限度
・小学生：1,200 円／月限度
・中学生以上 18 歳まで：1,600 円／月限度
＊１医療機関あたり
＊薬局は無料

《入院医療費》
・18 歳以下：無料
＊入院時の食事代、差額ベッド代等は助成の対象に
なりません。

　県内の医療機関にかかるときは、健康保険証と市が
交付する｢北九州市子ども医療証｣を医療機関の窓口に
提示することにより、助成が受けられます。
　ただし、県外で受診した場合、治療用装具を作製し
た場合等は、医療機関で保険診療の自己負担分を一旦
支払い、後日、市に申請することにより子ども医療費
相当額を払い戻します。

◆実施状況
年度 助成件数 助成金額
元
２
3
４
5

794,211件
594,739件
746,841件
874,540件
968,921件

2,702,322千円
2,051,264千円
2,629,159千円
3,009,291千円
3,579,574千円

　また、出産育児一時金で支給される金額のうち、出産
に係る費用を直接、国民健康保険から医療機関等に支払
う制度として、出産育児一時金直接支払制度があります。
　直接支払制度は、加入者が医療機関等へ保険証（また
はマイナンバーカード）を提示し、医療機関等と合意す
るだけで利用できます。

■北九州市国民健康保険出産育児一時金

　出産育児に係る国民健康保険の被保険者の経済的負
担を軽減するために、出産時に世帯主に対して出産育
児一時金（48.8 万円。ただし、産科医療補償制度対象
分娩の場合は 50 万円）を支給しています。

〔保健福祉局保険年金課〕

◆支給状況
年度 件　数 支給額
元
２
3
４
5

715件
701件
684件
608件
534件

299,516千円
293,764千円
286,776千円
255,076千円
260,971千円

◆相談件数（全区延べ件数）
年度 相談件数

〔子育て支援課〕

〔子育て支援課〕

■子ども・家庭相談コーナーの設置
　子どもや家庭に関するあらゆる相談をひとつの窓口
で受け、必要なサービス・支援へとつなぐ総合的な相
談窓口「子ども・家庭相談コーナー」を市内全区役所
に設置し、市民により分かりやすく、利用しやすい相
談体制の充実を図っています。

■北九州市ヤングケアラー相談支援窓口の設置

④ 市民が利用しやすい相談体制

元
2
3
４
5

81,681件
77,956件
80,486件
80,760件
79,754件

　ヤングケアラーの早期発見・支援のため、ヤングケ
アラーやその家族、関係機関からの相談に対応し、必
要に応じて学校と連携した支援や公的サービス（介護
保険サービス・障害福祉サービス等）の案内等を行い
ます。（令和４年５月 17 日開設）

◆相談件数
年度 相談対応件数
４
5

349件
346件

● 主な相談内容
区　分 内　　　容

子育て支援
の情報提供

子どもや家庭に
ついての相談

○保育所や放課後児童クラブなどの
　子育て支援サービスについて
○育児サークルや地域活動について
○各種講座、イベント等について　　など

教育相談
○子どもの教育について
　（いじめ、不登校、非行等）
○小、中、特別支援学校（学級）への就学について
○就学援助、奨学資金の手続きについて　　など

○妊娠、出産、育児の不安や悩みについて
○子どもの健康や発育について
○援護が必要な子どもについて（子どもの虐待・
　ヤングケアラー等）
○母子、父子家庭について
○夫婦関係、家庭の問題について　　など
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○北九州市こそだて情報

■幼稚園・保育所等情報の積極的な提供

■保育サービスコンシェルジュ配置事業

■子育て支援総合コーディネーターの配置
　（子育て支援サロン “ぴあちぇーれ”）
■子育て支援総合コーディネーターの配置
　（子育て支援サロン “ぴあちぇーれ”）

　平成 17 年度に開設した「子育て
支援サロン “ぴあちぇーれ”」では、
保育士、看護師等の資格を持つコー
ディネーターを 3 名配置し、子育て
に関する相談への対応（電話・面接・
メール等）や利用者に必要な関係
機関との連絡・調整等の支援を行っ
ています。また、各種子育てサー
ビス情報を収集し、インターネッ
ト等を活用し
て情報の提供
をしています。

区分 年度

相談件数

◆保育サービスコンシェルジュの対応件数
２

23,573件
４

21,912件
5

21,729件
３

21,212件
元

26,137件

◆アクセス件数
年度 アクセス件数

◆相談受付件数等

年度 電話相談 面接相談 メール相談 育児講座 図書貸出

元
２
3
４
５

661件
464件
369件
296件
330件

298件
882件
473件
663件
315件

75件
151件
174件
87件
62件

10回
26回
25回
29回
25回

925冊
1,299冊
1,102冊
1,040冊
926冊

〔総務企画課〕■子育てに関する情報提供■子育てに関する情報提供

　子育てに関する施設や市の支援サービス、イベント
など、子育てに関する様々な情報を提供するホームペー
ジです。

・ 健診、預かり制度、相談窓口などの行政サービスを、
　わかりやすくお知らせします。年齢別でも探せます。

・ 地図上で、赤ちゃんの駅や育児サークル・フリース
　ペースなどを見つけられます。

・ コラム「子育て知っ得！」では、市内の子育て支援
　の取り組みを取材形式で紹介します。

⑤ 子育てに関する情報が届く仕組みづくり、　PR の強化

○子育てマップ北九州○子育てマップ北九州

https://kitakyushu-city.mamafre.jp/パソコン
ホームページアドレス

子育てマップ で検索できます。

元
２
3
４
5

58,752件
144,805件
119,523件
143,619件
179,956件

○北九州市こそだて情報
　子育て支援に関する様々な情報をまとめた情報誌を

作成しています。

　令和２年度に、完全リニューアルを実施し、公園の

特集や離乳食の作り方、先輩パパ・ママの子育て体験

談など、これからの子育てに役立つ内容となっていま

す。

■幼稚園・保育所等情報の積極的な提供
　　　　　　　　　　　　  　〔こども施設企画課、総務企画課〕

　市民に愛され親しまれる幼稚園、保育所等となるた

め、また、市民が幼稚園、保育所等を選択する際の一

助となるよう、ホームページの充実や、ガイドブック

の作成などにより、積極的に施設の情報提供に取り組

みます。

　さらに、タイムリーな情報提供を充実させるため、

幼稚園、保育所等に通う子どもや保護者向けの情報を、

施設を通して提供します。

■保育サービスコンシェルジュ配置事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  〔こども施設企画課〕

　保育を希望する保護者等の相談に応じ、個別のニー

ズを把握した上で、認可保育所のほか一時保育や幼稚

園預かり保育などの多様なサービスについての情報提

供を行うため、各区役所に１名ずつ（大規模区は２名

ずつ）「保育サービスコンシェルジュ」を配置していま

す。

　また、「ウーマンワークカフェ北九州」における女性

の就業、子育て支援の一環として、就業を希望する方

への保育サービスに関する情報提供等を行うため同所

に２名配置しています。

〔こども施設企画課〕
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■保育サービスに関する情報提供の充実■保育サービスに関する情報提供の充実

　市ホームページにて、さまざまな保育サービスや各保

育所の概況および各月の受入可能児童数等を公開するこ

とで、保育所入所希望者への情報提供の充実を図ります。

⑥ 外国人市民の子ども・保護者への支援
　外国人市民の子どもやその家庭が安心して暮らして

いけるよう、子育てに関する知識や情報の正しい理解を

促進するための支援等を行います。

◆子育てをしていて楽しいと感じる保護者の割合
年度 就学前児童 小学生 中学・高校生

３
４
5

92.3%
92.2%
44.4%

86.3%
88.5%
50.8%

79.3%
86.2%
44.7%

資料：「元気発進！子どもプラン(第３次計画)」に関する市民アンケ
　　　ート調査（令和２年～令和５年度）

◆子育ての悩みや不安を感じている保護者の割合
年度 就学前児童 小学生 中学・高校生
3
４
5

41.0%
44.3%
44.4%

44.4%
47.6%
50.8%

43.5%
53.8%
44.7%

資料：「元気発進！子どもプラン(第３次計画)」に関する市民アンケ
　　　ート調査（令和２年～令和５年度）

◆保護者の子育てに関する悩みや不安（抜粋）
　（就学前児童の保護者）

年度 子どもを叱りすぎ
ているような気が
すること

病気や発育・発達
に関すること

子どもの教育に
関すること

3
４
5

12.6%
11.9%
11.3%

11.3%
13.3%
12.2%

10.1%
8.8%
9.1%

内　　容

年度 子どもを叱りすぎ
ているような気が
すること

病気や発育・発達
に関すること

子どもの教育に
関すること

3
４
5

11.8%
10.0%
10.0%

10.1%
13.4%
11.3%

11.1%
14.6%
12.3%

内　　容
（小学生の保護者）

年度 友達づきあい（い
じめ等を含む）に
関すること

子育ての経済的な
負担が大きいこと

子どもの教育に
関すること

３
４
5

16.8%
18.3%
17.4%

11.2%
11.2%
11.5%

5.7%
7.3%
6.3%

内　　容
（中学・高校生の保護者）

資料：「元気発進！子どもプラン(第３次計画)」に関する市民アン
　　　ケート調査（令和２～令和５年度）

◆子育てを支えてくれる人がいる（場所がある）人の割合
年度 就学前児童 小学生 中学・高校生
３
４
5

98.7%
98.2%
97.5%

96.6%
97.1%
96.7%

95.3%
93.5%
94.0%

資料：「元気発進！子どもプラン(第３次計画)」に関する市民アンケ
　　　ート調査（令和２年～令和５年度）

〔こども施設企画課〕
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■家庭教育支援の充実

■親子ですすめる食育教室

■食を通じた乳幼児等の健康づくり事業

■育児教室等の実施

■パパママ救急教室

■はじめての絵本事業

（13）家庭の育児力・教育力の向上
　　　　～親としての成長をバックアップ～

● 教育の原点であり、出発点でもある家庭は、子ども

が基本的な生活習慣を身につけ、規範意識、思いやり、

社会的ルール等を学び、心身ともに健やかに育つため

の重要な役割を担っています。

● 「朝食の摂取」については、「毎日食べている」と回

答した割合が概ね９割を超える高水準を維持していま

す が、「就 寝 時 間（午 後 10 時 前 に 就 寝 す る 割 合）」

（25% 前後）と、大きな改善は見られませんが「子ど

もの話をよく聞けていると思う保護者の割合」は 25％

以上となり、前年に比べて改善が見られます。（※１）

● 子育てに関して悩んでいること・気になることとし

て高い割合を占めているのは、「子どもを叱りすぎてい

るような気がする」、「子どものテレビやメディアとの

接し方について」、「子どもの教育について」、「病気や

発育・発達について」などとなっています。（※２）

　家庭の育児力・教育力を高めていくためには、各家

庭が必要としている子育てに関する知識、スキルなど

ニーズを的確に把握することが必要です。

● 保護者の悩みや不安を解消するため、これまで実施

してきた保護者向けの学習機会の提供や情報発信につ

いては、育児ノウハウに関するものやメディアリテラ

シーに関するものなど、保護者が「今知りたい、学び

たい」と感じている内容などをうまく盛り込むよう心

がけます。

　また、提供方法については、共働き世帯の増加など

今の社会情勢に適合したやり方にも修正していくこと

を検討するとともに、子どもの立場に立った家庭生活の

あり方について、保護者一人ひとりに考える機会を提

供できるよう努めます。

● ＮＰＯや各種団体が独自に実施する育児講演会やセ

ミナーが、市内で数多く開催されるようになれば、各

家庭に対し多様な選択肢を提供することができます。

こうした活動の後押しとなる環境づくりや機運の醸成

に、引き続き取り組んでいきます。

※１ 「元気発進！子どもプラン（第３次計画）」成果指

標（令和４ 年度）

※２ 北 九 州 市子ど も・子育 て支援 に 関 す る 市民ア ン

ケート調査（平成 30 年度）

①子どもの健全育成の基礎となる家庭の育児
力・教育力の向上
■家庭教育支援の充実〔総務市民局生涯学習課〕

　家庭の教育力の向上を目指し、子育ての様々な課題

を解決していくための知識や能力などを習得する場と

して、市立幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校、

直営保育所、私立幼稚園・保育所で「家庭教育学級」

を開設している。

　また、いつでも誰でも家庭教育に役立つ情報が得ら

れるようウェブ漫画「キタキュー親力アップ漫画」を

配信するなど家庭教育を支援している。

■はじめての絵本事業〔教育委員会子ども図書館〕

　はじめての絵本事業では、子どもの読書に関心を持っ

てもらい、赤ちゃんに絵本を読んであげることにより、

親子でゆったりとしたひと時を過ごしてもらえるよう、

絵本パックを無料で配布しています。

■パパママ救急教室〔消防局救急課〕

　乳幼児の命を守るための応急手当の知識と技術を、

お子さんをお持ちの保護者の方に身につけてもらい、

子育てへの不安を少しでも和らげるため、「パパママ救

急教室」を子育てふれあい交流プラザや子どもの館で

定期的に開催しています。

②基本的生活習慣の定着や食育の推進
■育児教室等の実施
　13 ページを参照してください。

■食を通じた乳幼児等の健康づくり事業
　13 ページを参照してください。

■親子ですすめる食育教室
　13 ページを参照してください。

現状・課題

方向性

主な取り組み

◆家庭教育学級開設数
年度
元
２
3
４
5

市立幼稚園
４か所
３か所
４か所
４か所
４か所

市立小学校
129か所
72か所
113か所
127か所
125か所

市立中学校
62か所
34か所
56か所
61か所
61か所

特別支援学校
7か所
４か所
６か所
7か所
5か所

私立幼稚園
40か所
10か所
10か所
20か所
20か所

私立保育所
60か所
15か所
15か所
20か所
30か所

直営保育所
17か所
2か所
4か所
4か所
12か所

合計
319か所
140か所
208か所
243か所
257か所


